
砂漠化と旱魃と闘う世界デー （ＴＢＳラジオ 「日本全国８時です」 ２００７．６．１４） 

 

 先週終了したハイリゲンダムのサミットの中心議題は環境問題でしたが、とりわけ

地球温暖化への対策が議論されました。 

 この地球温暖化が進むと様々な影響が出てきます。海水が膨張して海面が上昇し、

そのために低地が水没するということ、これまで熱帯地域でしか感染の心配のなかっ

た伝染病が温帯地域でも流行するようになること、農業生産が減少することなどが心

配されていますが、日本ではそれほど関心がないものの、世界全体では大きな問題に

なっているのが、砂漠の面積が増加していくことです。 

 

 ３日後の日曜日６月１７日は、その問題に対処するために国連が定めた「砂漠化と

闘う世界デー（Ｗｏｒｌｄ ｄａｙ ｔｏ Ｃｏｍｂａｔ Ｄｅｓｅｒｔｉｆｉｃａｔｉ

ｏｎ）です。そこで今日は砂漠について環境問題の視点から考えてみたいと思います。 

 

 どのような契機で６月１７日が砂漠化と闘う世界デーになったのかについては遡る

と長い話になるのですが、１９７７年に国連環境計画（ＵＮＥＰ）の主催する「国連

砂漠化防止会議」が開かれ、そこで世界で砂漠が急速に広がっているという問題が提

起されるとともに、「砂漠化防止行動計画（ＰＡＣＤ）」が採択されて、各国が行うべ

き活動が勧告されました。 

 しかし、砂漠は広がる一方であったため、９２年６月にリオデジャネイロで開かれ

た「地球サミット」で「砂漠化対処条約」を採択することを国連総会に要請すること

が決定されました。 

 それを受けて１９９４年６月１７日にパリのユネスコ本部で条約が採択されたわ

けですが、その日を世界デーにしたという、１７年越しの長い話です。 

 

 日本人は砂漠というと、見渡す限り砂の海で一本の草木もない光景を想像しますが、

国連環境計画では乾燥指数という数値によって定義しています。 

 乾燥指数というのは地域の一年の平均雨量と土地から蒸発していく水分との比率

を示すもので、０・２以下、すなわち蒸発していく量の５分の１以下しか雨が降らな

い地域を「乾燥地域」、０・５以下を「半乾燥地域」、０・６５以下を「乾燥半湿潤地

域」と名前を付け、これを砂漠化の対象地域としています。 

 そして、その土地で土壌の流出が発生していたり、自然の植生が減少していたり、

土地の塩分が増加していたりする地域を土地が劣化していると定義し、そこを砂漠化

対処条約の対象にしているというわけです。 

 要約すれば、乾燥した土地で人間が利用しにくくなっていく地域の増大を防ごうと

いうのが、世界デーの目指すところです。 

 

 地球には１４９億ヘクタールの陸地がありますが、そのうちほぼ４分の１にあたる



３６億ヘクタールが砂漠化しています。このままで安定していればいいのですが、問

題は砂漠が急速に拡大していることで、現在、毎年６万平方キロメートルずつ増加し

ています。 

 これは四国と九州を合計した面積ですし、１秒に換算すると１９００平方メートル

ですから、テニスコートの白線で囲まれた部分の７面分が砂漠になっているというこ

とになります。 

 関心のある方は「砂漠化リアルタイムカウンター」というウェブサイトがあります

ので、ご覧頂くと、下４桁が目にも留まらぬ早さで増えている状態をご覧いただけま

す。 

 

 問題は砂漠が急速に増えていく原因は何かということです。 

 地球温暖化によって気象条件が変わり、乾燥地帯の気温が上昇して水分が蒸発する

量が増えたり、雨の降る量が減ったりするという自然の要因もありますが、重要な要

因は人間の活動によるもので、砂漠化の原因の約半分が過剰な放牧によって家畜が草

を食べてしまうため、５分の１が不適切な灌漑による塩害の増加、もう５分の１が樹

木の伐採のしすぎということになっています。 

 それでは何故、国際的に協力して砂漠化を防ごうとしているかということですが、

どなたも想像されるように、農業生産への影響が大きいからです。 

 現在、世界には約１５億ヘクタールの農地がありますが、そのうち１７％に相当す

る２億５０００万ヘクタールが砂漠化に直面しています。 

 また牧草地は約３５億ヘクタールありますが、その９０％以上に相当する３３億ヘ

クタールも砂漠化の影響を受けています。 

 しかも、この砂漠化が進んでいるのはアフリカ北部と中国西部に集中しているので

すが、世界で食糧不足で困っている人口の２７％はアフリカ、２１％は中国に集中し

ていますから、砂漠化の影響は甚大です。 

 

 そのため、各地で植林が熱心に進められていますが、そうして砂漠を減らしていけ

ばいいかというと、地球環境は微妙な均衡の上に成り立っていますので、別の問題も

発生します。 

 例えば、ヨーロッパ大陸の中央部が高緯度にもかかわらず寒冷にならないのは、サ

ハラ砂漠で暖められた空気が南から吹き込んでくるためで、もし６０００年前のよう

にサハラ砂漠が森林地帯に戻ると、ヨーロッパ大陸は寒冷化する可能性があるといわ

れています。 

 また、日本に春から初夏にかけて中国大陸から到来する黄砂はタクラマカン砂漠、

ゴビ砂漠、黄土高原が発生地帯ですが、これらの砂塵はアルカリ性の炭酸カルシウム

が主成分で、そのために酸性雨が中和されているという説もあります。 

 さらに黄砂にはマグネシウムなどの無機栄養分が含まれているので、それが海に降

下すると植物プランクトンを育成し、結果として魚が増えるという意見もあります。 



 このように地球は微妙かつ複雑な関係で成り立っていますので、人間が自分たちの

ために短期の利用をしすぎることは色々な問題を引き起こすということを理解する

ことが重要だと思います。 

 


